
２０１４年７月１日 
会 員 各位 
関係者 各位 

食農資源経済学会 
会長  福田 晋 

２０１４年度 食農資源経済学会 第８回大会のご案内 

時下、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さて、２０１４年度食農資源経済学会第８回大会を下記の通り開催いたします。多数ご参加いた

だけますようご案内申し上げます。 
 
 

記 
 
【１】日 程 

９月１３日［土］ ◇エクスカーション  １２：３０～１７：２０ 
         ◇学会賞選考委員会       １７：３０～１８：００ 
   ◇理事会   １８：００～２０：００ 
９月１４日［日］ ◇報告討論会    ９：００～１７：３０ 
         ◇地区幹事会          １２：００～１３：００ 
   ◇総 会       １３：００～１４：２０ 
         ◇懇親会   １８：３０～２０：３０ 
９月１５日［月］ ◇研究報告会    ９：００～１６：３０ 
   ◇編集委員会   １２：００～１３：００ 

            ◇書籍刊行企画委員会  １６：３０～１７：３０ 
 
【２】会場   熊本大学黒髪北キャンパス 

大会会場 「熊本大学文学部」  〒860-8555 熊本市中央区黒髪 2 丁目 40 番 1 号 
※ 大学近隣には昼食をとれる店がかなりあります。各自で食事をとってください。なお、

大学近隣の食堂マップを大会受付に準備いたします。１４日の地区幹事会、１５日の編

集委員会に出席される人には弁当を用意いたします。 

 

懇親会会場 熊本市市役所１４F「ダイニングカフェ彩
サイ

」 熊本市中央区手取本町 1 番 1 号   

９月１３日［土］ 
◇エクスカーション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・熊本県菊池地域 

◇学会賞選考委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟２F 小会議室 
◇理事会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟２F 共用会議室 

９月１４日［日］ 
 ◇報告討論会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟 A２、A3 教室 

    ◇地区幹事会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟２F 共用会議室 
 ◇総 会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟 A１教室 

     ◇懇親会・・・ 熊本市市役所１４F「ダイニングカフェ彩
サイ

」０９６－３２８－２９５４ 

 
９月１５日［月］ 



 ◇研究報告会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟 A２、A3 教室 
 ◇編集委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟２F 共用会議室 
     ◇書籍刊行企画委員会・・・・・・・・・・・・・・・・法文棟２F 共用会議室 
 

 

 

【３】食農資源経済学会第８回大会 エクスカーション 

 菊池市内で地域事業を展開する「コッコファームたまご庵」、「NPO法人きらり水源村」の2事

例を視察する。前者は、年間９３万人が殺到する卵の直売所を軸とした農業の６次産業化の雄で

あり、近年農村の活性化を視野に入れた事業を展開している。後者は、旧菊池東中学の廃校跡地

を利用した都市農村交流センターであり、地元の水源集落の住民を軸に、世界の若者を呼び込む

など様々の事業や研修活動を展開している。この全く異質な事例の対比を通して、農業・農村活

性化に対する特徴や共通課題を検討し、また農村社会にいかなる影響を及ぼす可能性があるかに

ついて考えてみたい。 

 ※ 昼食は「コッコファームたまご庵」に到着後、非常に美味しいと評判の高い「親子丼セット」

（1028円）か「オムライスセット」（1028円）を準備していますので、昼食は「コッコファーム」

でお取りください。支払いは各自でお願い致します。 

 

 ＊エクスカーションは、バスの座席の都合により先着順により、満席になり次第締め切らせて

いただきます。それ故、エクスカーションに参加される方は、早めに参加申し込み葉書をお出し

ください。 

 

 エクスカーションのスケジュール  （12時20分までに集合してください） 

 12:30  熊本大学 大学教育センター正門ロータリー集合、貸し切り大学バスで出発 

  13:20  「コッコファームたまご庵」にて食事 

  13:50～14:50  「コッコファーム」にて視察・研修 

 15:10～16:30  「NPO法人きらり水源村」を視察・研修 

 16:30  「NPO法人きらり水源村」出発 

 17;20  熊本大学到着、解散 

 

【４】食農資源経済学会第８回大会 報告討論会 

共通テーマ『農政における『農村政策』の今日的展開と農山村社会経済の課題』 

 9:00～ 9:05 学会会長挨拶       福田 晋（九州大学大学院農学研究院） 

9:05～ 9:20 座長解題         磯田 宏（九州大学大学院農学研究院） 

報告討論会各報告時間 

 9:20～10:00 第1報告「農村政策の展開と到達点－農政・国土政策は何を目指しているのか

－」 

小田切徳美（明治大学農学部） 

10:00～10:40 第2報告「農業政策と農村政策の乖離を問う」 

徳野貞雄（熊本大学文学部） 

10:40～11:20 第3報告「農山村過疎地域における農協を軸とした振興方策－熊本県ＪＡあし

きたの取組から－」 

高峰博美（ＪＡあしきた代表理事組合長） 

共同報告者：吉本諭（長崎県立大学経済学部） 

 

11:20～12:00 第4報告「複合的高度6次化法人経営体を軸とした農村振興の方策－熊本県（株）

コッコファームの取組から－」 



          松岡義博（（株）コッコファーム会長） 

共同報告者：里村睦弓（九州大学大学院農学研究院） 

12:00～13:00 昼食 

14:20～15:00 コメント(4人・各10分) 

第1コメンテーター：品川優（佐賀大学経済学部） 

第2コメンテーター：山浦陽一（大分大学経済学部） 

第3コメンテーター：戸島信一氏（宮崎大学教育文化学部） 

第4コメンテーター：熊本県農林水産部農林水産政策課担当者 

15:00～17:20  討論 

 

【５】研究報告の申込み 

研究報告の希望者は、７月２８日［月］まで必着にて、報告要旨１ページ分（「研究報告要旨

作成要領」参照）のデータファイル（Microsoft Wordもしくは一太郎）を電子メールに添付し、

メールのタイトルを「研究報告申し込み」として下記の学会事務局宛に送信してください。 

報告時間は１５～２０分の予定です。報告順、時間等については追って連絡いたします。多数

の応募をお待ちしています。 

研究報告要旨送付先：食農資源経済学会事務局 佐藤剛史 
TEL：092-642-2961  E-Mail：jimu＠shokunoshigen.jp 
〒812-8581 
福岡市東区箱崎 6-10-1  九州大学大学院農学研究院内 

 

 

【６】 費用等 

① 大会資料代（大会参加費）：２,０００円 

②懇親会費：５，０００円（学生 ３，０００円） 

※ 熊本城の夜景が真正面に見える絶好のロケーションで、地元メニューもご用意しています。奮

ってご参加下さい。 

 

 

【７】 交通手段（熊本大学文学部までのアクセス） 

JR熊本駅から熊本交通センターまで 

・市電(健軍行)乗車、「辛島町」下車、交通センターまで徒歩２分 

熊本交通センター Ｂホーム １３番乗り場から 

① 産交バス 竜田口・楠団地・武蔵ヶ丘・大津（陣内・菊陽バイパス経由）行き乗車、「熊本大

学前」下車 

② 電鉄バス 竹迫（三里木）・楠・武蔵ヶ丘（北バイパス）行き乗車、「熊本大学前」下車 

JR上熊本駅から 

・市営バス 第１環状線(京町本丁経由)乗車、「子飼橋」下車、徒歩10分 

 

 

【８】宿泊先 

ホテル等宿泊先は各自での予約をお願いします。大会時は観光シーズンに入っておりますので、

早めの予約をお勧めします。 

 

 

【大会についてのお問い合わせ先】 



 大会についてのお問い合わせは、現地実行委員会（委員長：徳野貞雄）までお願いいたします。

また、非会員の方々の参加申込みにつきましても下記までお願いします。 

 
お問い合わせ先：熊本大学文学部 徳野貞雄（大会実行委員長） 

TEL：096－342-2404  FAX： なし 

E-Mail：tokuno@gpo.kumamoto-u.ac.jp  
〒860－8555 熊本市中央区黒髪 2丁目４０－１ 熊本大学文学部 

 

 ＊なお、徳野は不在が多いので、その場合は下記に問い合わせてください。（夕方 4時～8時） 

         熊本大学大学院 社文研社会人大学院教育支援センター 山根亮子 

         TEL・FAX：096－342-2390  E-Mail：yamanex@kumamoto-u.ac.jp 
 



研究報告要旨作成要領 

 

１． 書式 

1） A４判横書き。横 35 文字×縦 32 行以内（800 字程度）とする。 

2） 見本にあるように上下、左右にそれぞれ必要な余白を取る。 

 

２． 構成 

1） 1 枚目の用紙 

 第 1 行 題目＜行の中央に置く＝センタリング＞ 

 第 2 行 空白＜但し、副題がある場合はハイフンで閉じる－副題－＞ 

 第 3 行 氏名（所属）＜行の中央に置く＝センタリング＞ 

 第 4 行 空白 

 第 5 行 本文 

 

 

 第 32 行 

 

2） 題目が 2 行以上にわたる場合や副題がつく場合は、第 2 行以下を繰り下げる。

その場合、印字範囲の枠をはみ出さないよう本文の行を削る。 

 

３． 設定 

用紙のサイズ A4  上端マージン 30 ミリ 

紙の置き方 縦書き 下段マージン 30 ミリ 

1 行文字数 35 文字 左端マージン 30 ミリ 

1 ページ行数 32 行       右端マージン 30 ミリ 

文字方向 横書き ページ番号 付けない 

フォント MS 明朝 

(題目は MS ゴシック) 

フォントサイズ  12 ポイント 

  
 

見本：用紙は A4 判（外枠を A4 判用紙と見立て下さい。） 

                                           

                                          30mm 

 

研 究 報 告 題 目 

1 行あける（副題がある時は 1 行づつ繰り下げる） 

氏名 （所属    ） 

1 行あける 

       本報告は・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

      ・ ・ ・ ・ ・ ・ 1 行 35 文字・ ・ ・ ・ ・ ・  
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                            （行数 32 行）     

                        30mm 

  



【大会会場・懇親会場 案内図】 

 

 


